
共通仕様書（業務委託編）の改定について

～令和８年１０月１日改定～

福島県土木部技術管理課
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主な改定内容
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改定項目 対象 変更概要 県仕様書対応頁 県仕様書への反映

① 屋外作業（夜間・休日）
の手続き見直し

共通改定

夜間・休日作業の事前
手続きが『書面提出』
から『連絡主体』に緩
和（現道は書面提出を
継続）

20，78，
222，
753

国交省改定の記載内容を反映

② 情報共有システム（電
子書面）の扱い明確化
（設計）

共通改定
電子書面＝正式書面
として明確化（紙不
要）

8，68，212，
742

国交省改定の記載内容を反映

③「情報共有システム」実
施要領

共通改定
関係規程を統廃合し、
出典を統一

22，80，
223

福島県土木部「「情報共有システム」
実施要領」（R8.4）を反映

④ コア管理・成果品の扱
い明確化（地質）

地質調査
コア提出・保管・処分
の取り扱い明確化

83 国交省改定の記載内容を反映

⑤ 河川水辺の国勢調査
基本調査マニュアルの改
定

土木設計

魚類環境DNA調査、
現地調査計画策定、ダ
ム湖環境基図作成調
査を追加

234～239，
434～438

国交省改定の記載内容を反映

⑥着工届等の見直し 様式集
電子契約への対応に
よる見直し

771～808
契約日がシステム電子署名日と
なったことに伴う対応

⇒電子化や手続きの簡素化に関する取扱いを共通仕様書へ反映し、

業務効率化及び実務運用の改善を図るものが中心

※その他、国交省改定内容において、細かい文言の見直しが存在するため、対応する県仕様書ページへ反映
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① 屋外作業（夜間・休日）の手続き見直し
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対象：共通改定

従来の書面による事前連絡を、電話や電子メール等による連絡へ見直し、

手続きを簡素化。（なお、現道での作業は従来どおり）
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②情報共有システム（電子書面）の扱い明確化
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P212より抜粋

対象：共通改定

電子書面＝正式書面として扱うことを明確化。

⇒R6年度から、情報共有システムは適用原則化しているため、

紙での提出は原則不要
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③「情報共有システム」実施要領
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対象：共通改定

R8.4より受発注者が参照すべき規程を一本化し、

運用ルールの確認を容易にした。 

P22より抜粋
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④ コア管理・成果品の扱い明確化（地質）
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P83より抜粋

対象：地質調査

提出不要な場合の、コア及びコア箱の取扱いについて明確化。

⇒個別案件ごとに処分方法や費用負担について整理
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⑤河川水辺の国勢調査基本調査マニュアルの改定
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対象：土木設計

マニュアルの改訂により、調査項目等が新たに追加

P236より抜粋
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⑥着工届等の見直し
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対象：様式集

・電子契約において、契約日が電子署名日（システム上のタイムスタンプ日）と

なったことにより、契約日より契約工期の始期が前となっている業務があった

ため、着工届等の契約日の記載を削除

→受注者から提出される各種様式について記載内容を確認！！
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新旧

※着手届のほか、各技術者（変更）通知書、支給材料受領書、貸与品借用（返納）書、

部分使用同意願・同意書、委託業務完了届、再委託（変更）承諾申請書も併せて更新



（参考）国交省新旧対照表
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